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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第79期
第１四半期
連結累計期間

第80期
第１四半期
連結累計期間

第79期

会計期間
自  平成24年４月１日
至  平成24年６月30日

自  平成25年４月１日
至  平成25年６月30日

自  平成24年４月１日
至  平成25年３月31日

売上高 (百万円) 5,079 4,586 27,874

経常損益 (百万円) △67 △169 1,007

四半期(当期)純損益 (百万円) △72 △149 966

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) △77 △130 1,084

純資産額 (百万円) 10,417 11,270 11,490

総資産額 (百万円) 21,079 20,711 22,556

１株当たり四半期
(当期)純損益

(円) △2.09 △4.29 27.76

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 48.0 52.8 49.4

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式がないため記載しておりません。

　

２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている

事業の内容に重要な変更はありません。

　また主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1)　経営成績の分析

当第１四半期連結累計期間（平成25年４月～平成25年６月）におけるわが国経済は、新政権による

金融・経済政策への期待感などから円安や株価上昇が進み、景況感に明るい兆しが見えてまいりまし

たが、実体経済への波及効果は未だ限定的であり、長引く欧州債務問題や新興国経済の減速懸念も払拭

されておらず、景気の先行きは依然として不透明な状況で推移いたしました。　

当社グループの関連する建築業界におきましては、新設住宅着工戸数が堅調に推移するとともに、民

間非居住建築物の着工床面積においても改善の動きが見られました。しかし、当社グループが主力とす

る内・外装材は工期後半に使用されるケースが多いことから、こうした着工の動きが直ちに業績に反

映されるものではなく、また、前期からの継続工事が少なかったことに加え、慢性化するデフレ環境の

中で市場価格の下落に歯止めがかからなかったことなど、経営環境は引き続き厳しい状況にありまし

た。

当社グループはこのような状況の中で、平成25年度をスタートとする新中期３ヵ年経営計画に沿っ

て、事業構造改革を継続させるとともに、成長戦略製品の拡販、高付加価値製品の開発、コスト低減及び

内製化の推進に取り組んでおります。しかしながら、厳しい市況や季節的な要因等によって売上高が減

少し、当社グループの業績は前年同期の水準を下回って推移しております。

以上の結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は4,586百万円（前年同期5,079百万円）、営業損失

196百万円（前年同期営業損失85百万円）、経常損失169百万円（前年同期経常損失67百万円）、四半期

純損失149百万円（前年同期四半期純損失72百万円）となりました。　

　
セグメントの業績は、次のとおりであります。　

① 三洋工業

主力製品群である軽量壁天井下地につきましては、戸建住宅用の製品が新設住宅着工戸数の堅調な

動きに伴い伸長したものの、ビルや商業施設向けの製品が苦戦を強いられ販売量が低迷したことから、

軽量壁天井下地全体の売上高は減少となりました。　

床システムにつきましては、主力製品である鋼製床下地材製品が学校体育施設や教室、保育施設等に

広く採用されたことにより伸長しましたが、マンション用の遮音二重床製品や各種ＯＡフロア及び

デッキフロア等の販売量が落ち込んだことにより、床システム全体の売上高は減少となりました。　
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アルミ建材につきましては、工事物件が緩慢な動きを見せる中で、主力製品であるアルミ笠木やアル

ミ関連製品が減少に転じたほか、震災復旧時に伸長したエキスパンション・ジョイントカバーの反動

減も相まって、アルミ建材全体の売上高は減少となりました。　

この結果、売上高は3,852百万円（前年同期4,325百万円）、セグメント損失134百万円（前年同期セ

グメント損失44百万円）となりました。　

② システム子会社

当社の子会社であるシステム会社（株式会社三洋工業九州システムほか）におきましては、床関連

製品を中心に設計指定活動等を通じて積極的な受注獲得に努めてまいりましたが、厳しい市況を反映

し販売量が減少したことによって、システム会社全体の売上高は798百万円（前年同期798百万円）、セ

グメント損失は71百万円（前年同期セグメント損失54百万円）となりました。　

③  その他

その他につきましては、売上高159百万円（前年同期198百万円）、セグメント損失９百万円（前年同

期セグメント利益０百万円）となりました。　

　

(2)　財政状態の分析

当第１四半期連結会計期間末の資産合計は、主に受取手形及び売掛金が減少したことにより、前連結

会計年度末に比べ1,844百万円減少し、20,711百万円となりました。

負債につきましては、主に支払手形及び買掛金が減少したことにより、前連結会計年度末に比べ

1,624百万円減少し、9,441百万円となりました。

純資産は、主に配当金の支出や当第１四半期連結累計期間が四半期純損失となったことにより、前連

結会計年度末に比べ219百万円減少し、純資産合計は11,270百万円となりました。

　
 (3)　事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに

生じた課題はありません。

　
 (4)　研究開発活動

　　 当第１四半期連結累計期間の研究開発費の総額は28百万円であります。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 80,000,000

計 80,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成25年６月30日)

提出日現在発行数(株)
(平成25年８月７日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 35,200,000 35,200,000
東京証券取引所
（市場第一部）

単元株式数は
1,000株で
あります。

計 35,200,000 35,200,000 ― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

　　　 該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　     該当事項はありません

　

(4) 【ライツプランの内容】

　     該当事項はありません

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成25年４月１日～
　平成25年６月30日

─ 35,200,000 ─ 1,760 ─ 1,168

　

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できない

ため、記載することができないことから、直前の基準日（平成25年３月31日）に基づく株主名簿による記

載をしております。

① 【発行済株式】

   平成25年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式

386,000
― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

34,647,000
34,647 ―

単元未満株式
普通株式

167,000
― ―

発行済株式総数 35,200,000― ―

総株主の議決権 ― 34,647 ―

(注) 　単元未満株式数には当社所有の自己株式310株が含まれております。

　

② 【自己株式等】

   平成25年６月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
三洋工業株式会社

東京都江東区亀戸
六丁目20番７号

386,000─ 386,000 1.10

計 ― 386,000─ 386,000 1.10

　

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。

EDINET提出書類

三洋工業株式会社(E01409)

四半期報告書

 6/18



第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(平成25年４月１日

から平成25年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成25年４月１日から平成25年６月30日まで)

に係る四半期連結財務諸表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,865 3,025

受取手形及び売掛金 ※２
 10,328

※２
 7,663

有価証券 728 728

商品及び製品 1,712 2,182

仕掛品 100 97

原材料及び貯蔵品 673 745

繰延税金資産 236 265

その他 45 59

貸倒引当金 △144 △130

流動資産合計 16,547 14,638

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 1,780 1,781

機械装置及び運搬具（純額） 488 464

土地 2,360 2,344

その他（純額） 143 204

有形固定資産合計 4,773 4,795

無形固定資産 104 105

投資その他の資産

投資有価証券 432 479

繰延税金資産 6 6

その他 832 818

貸倒引当金 △140 △131

投資その他の資産合計 1,130 1,173

固定資産合計 6,008 6,073

資産合計 22,556 20,711
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 6,808 5,470

短期借入金 433 515

未払法人税等 230 16

賞与引当金 463 116

役員賞与引当金 22 5

その他 1,171 1,290

流動負債合計 9,130 7,414

固定負債

社債 － 100

長期借入金 300 300

繰延税金負債 54 72

退職給付引当金 1,200 1,173

その他 380 380

固定負債合計 1,935 2,026

負債合計 11,065 9,441

純資産の部

株主資本

資本金 1,760 1,760

資本剰余金 1,168 1,168

利益剰余金 8,220 7,984

自己株式 △107 △107

株主資本合計 11,042 10,805

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 101 130

その他の包括利益累計額合計 101 130

少数株主持分 346 334

純資産合計 11,490 11,270

負債純資産合計 22,556 20,711
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年６月30日)

売上高 5,079 4,586

売上原価 3,820 3,341

売上総利益 1,259 1,245

販売費及び一般管理費 1,344 1,442

営業損失（△） △85 △196

営業外収益

受取利息 1 0

受取配当金 4 5

受取賃貸料 30 32

その他 10 7

営業外収益合計 47 46

営業外費用

支払利息 4 2

不動産賃貸費用 24 14

その他 0 1

営業外費用合計 29 19

経常損失（△） △67 △169

特別損失

固定資産除却損 3 1

減損損失 － 15

特別損失合計 3 16

税金等調整前四半期純損失（△） △70 △186

法人税等 11 △26

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △82 △159

少数株主損失（△） △9 △10

四半期純損失（△） △72 △149
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △82 △159

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 5 29

その他の包括利益合計 5 29

四半期包括利益 △77 △130

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △67 △120

少数株主に係る四半期包括利益 △9 △10
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【注記事項】

(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

　
当第１四半期連結累計期間

(自  平成25年４月１日  至  平成25年６月30日)

税金費用の計算

税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する

税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計

算しております。なお、法人税等調整額は法人税等に含めて記載しております。

　

(四半期連結貸借対照表関係)

　

　１　受取手形割引高及び受取手形裏書譲渡高

　
前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年６月30日)

受取手形割引高 14百万円 ―百万円

受取手形裏書譲渡高 　12百万円 8百万円

　

※２　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しております。

なお、当第１四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満

期手形が、四半期連結会計期間末残高に含まれております。

　
前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年６月30日)

受取手形 349百万円 433百万円

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、

第１四半期連結累計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりでありま

す。
　

　
前第１四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日
至  平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自  平成25年４月１日
至  平成25年６月30日)

減価償却費 75百万円 83百万円
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(株主資本等関係)

前第１四半期連結累計期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年６月30日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月28日
定時株主総会

普通株式 87 2.50平成24年３月31日 平成24年６月29日 利益剰余金

　

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

当第１四半期連結累計期間(自  平成25年４月１日  至  平成25年６月30日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年6月27日
定時株主総会

普通株式 87 2.50平成25年３月31日 平成25年６月28日 利益剰余金

　

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ  前第１四半期連結累計期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 （単位：百万円）

　

報告セグメント

その他 合計
三洋工業

システム
子会社

計

売上高 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 4,126 785 4,912 167 5,079

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

198 13 211 30 242

計 4,325 798 5,123 198 5,321

セグメント利益 △44 △54 △98 0 △97

(注)「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、フジオカエアータイト株式会社及びス

ワン商事株式会社を含んでおります。

　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額

の主な内容(差異調整に関する事項)

　 (単位：百万円)

利益 金額

報告セグメント計 △98

「その他」の区分の利益 0

セグメント間取引消去 12

四半期連結損益計算書の営業利益 △85
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Ⅱ  当第１四半期連結累計期間(自  平成25年４月１日  至  平成25年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 （単位：百万円）

　

報告セグメント

その他 合計
三洋工業

システム
子会社

計

売上高 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 3,673 784 4,458 128 4,586

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

178 13 192 30 223

計 3,852 798 4,650 159 4,810

セグメント利益 △134 △71 △205 △9 △215

(注)「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、フジオカエアータイト株式会社及びス

ワン商事株式会社を含んでおります。

　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額

の主な内容(差異調整に関する事項)

　 (単位：百万円)

利益 金額

報告セグメント計 △205

「その他」の区分の利益 △9

セグメント間取引消去 18

四半期連結損益計算書の営業利益 △196
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第１四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
  至 平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
  至 平成25年６月30日)

１株当たり四半期純利益金額 △2円9銭 △4円29銭

(算定上の基礎) 　 　

四半期純利益金額(百万円) △72 △149

普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

普通株主に係る四半期純利益金額(百万円) △72 △149

普通株式の期中平均株式数(千株) 34,819 34,813

(注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成25年８月７日

三洋工業株式会社

取締役会  御中

　

有限責任 あずさ監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    笛　　木　　忠　　男    印

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    田　　中　　　　　量　　印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている三洋
工業株式会社の平成25年４月１日から平成26年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間(平
成25年４月１日から平成25年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成25年４月１日から平成25年６
月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連
結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、三洋工業株式会社及び連結子会社の平成25年
６月30日現在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示してい
ないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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